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5-8  キャリア形成・伴走支援マニュアル 資料８ 
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5-9  周知チラシ 資料９ 
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第６章 次年度以降に向けて 

6-1 次年度以降の取組 

令和 8 年度の事業実施内容・結果を踏まえ下記について、更に進展させていく。 

（１）令和 8 年度・令和 9 年度の事業予定 

①令和８年度事業概要 

◇事業実施体制の構築(6 月以降予定） 

   各５回委員会実施（ハイブリット形式） 

   ◎実施推進委員会 

   ◎プログラム開発委員会 

   ◎調査・連携委員会 

   ＊事務局にて調整して運営 

◇「調査研究・連携体制」  

・実証対象学生（通信制高校生・在学生）に対する学習状況・心理状態・進路意識等の効果測定調査 

・地域企業に対する実習・連携授業の評価調査 

・通信制高校との接続支援モデルの運用検証 

・キャリア形成支援（伴走支援・AI 相談）の仮運用調査 

・通信制高校および地域企業との連携体制の運用・改善 

・教職員研修の実施 

◇「プログラム開発・作成」 

・「みらい LINK プログラム（仮）」一部シラバス・教材開発 

・「みらい LINK プログラム（仮）」一部実証 

・地域企業連携型授業・実習の実施 

・試行的実証実施（プレ授業・体験版）＋通信制高校との接続実験 

・デジタル資格（IT パスポート、G 検定等）の取得支援制度の仮運用 

・キャリア形成・伴走支援マニュアル（AI 相談含む）作成・一部運用 
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・教育プログラムおよび支援体制の改善 

○調査報告書の作成 

〇成果・実績報告書の作成 

〇ホームページの作成 

 

②令和９年度事業概要 

◇事業実施体制の構築(6 月以降予定） 

  各５回委員会実施（ハイブリット形式） 

  ◎実施推進委員会 

  ◎プログラム開発委員会 

  ◎調査・連携委員会 

  ＊事務局にて調整して運営 

◇「調査研究・連携体制」 

・長期的成果の追跡調査 （卒業後の地域定着・就職率） 

・全国への展開可能性に関するケース分析 

・グループ校（YIC 京都など）へのプログラム展開 

・自治体や商工団体と連携した「若者定着教育モデル」の制度化提案 

・ガイドラインの整備（学生への関わり方含む） 

◇「プログラム開発・作成」 

・「みらい LINK プログラム（仮）」本格実証スタート 

・柔軟な選択制モデルの構築 

・実証実施（出前授業・体験版）＋通信制高校との接続実験 

・地域定着型連携プログラムの完成 

・成果発表会開催 

・外部公開講座（地域イベント／フォーラム等） 

〇キャリア支援・伴走支援マニュアル（AI 相談含む）作成 

〇シラバス・教材の完成 



157 

 

○成果・実績報告書の作成 

〇ホームページの修正・作成 

6-2 次年度に向けて 

本事業の初年度である令和７年度は、通信制高校連携型キャリア形成支援による地域密着人材育成モデル

の構築に向け、調査研究、連携体制構築、プログラム設計の基盤整備を中心に取り組んだ。 

まず、通信制高校生・教職員、通信制出身専門学校生、地域企業等を対象とした調査を実施し、進学に対す

る心理的・学習的・経済的な障壁や、ICT 環境・学習スタイルの特徴、地域企業が求める人材像など、多面的な

実態を把握することができた。特に、通信制高校生においては専門学校等への進学意欲を持つ一方で、学習へ

の不安や対人関係への懸念が強いこと、またデジタル分野への高い関心を有しながらも PC 活用等の実践的ス

キルに自信が持てない状況が明らかとなり、本事業が目指す入学前からの伴走型キャリア支援および段階的

デジタル教育の必要性を裏付ける結果となった。 

加えて、地域企業調査からは、専門スキルに加えてコミュニケーション能力や協働性といった基礎的ポータブ

ルスキルを重視する傾向や、実習・連携授業への協力意向の高さが確認され、専修学校がハブとなった地域連

携型教育モデルの実装可能性が示唆された。 

これらの調査結果を踏まえ、通信制高校、大学、企業、行政等から構成される委員会を設置し、継続的な意

見交換と検証を行ったことで、単独の教育機関では困難な多角的視点からのプログラム設計が可能となり、事

業の方向性や実装上の留意点について共通理解を形成することができた。 

プログラム開発面では、「みらい LINK プログラム（仮）」の基本構成および科目案を整理するとともに、AI 基

礎、e スポーツ、地域連携実習等の教材試作や授業設計を実施し、通信制高校との接続を意識した教育内容の

具体化を進めた。また、キャリア形成・伴走支援マニュアルの案を作成し、入学前から卒業後までを見据えた一

貫支援モデルの枠組みを提示できた点は、本年度の重要な成果である。 

一方で、今後に向けた課題として、通信制高校との LMS 連携の具体化、心理的支援や対人関係形成を目的

とした教育手法の体系化、企業連携授業の運用設計、ならびに試行実施を通じた効果検証手法の精緻化が挙

げられる。特に、本事業の対象となる非典型進学層に対しては、教育内容の提供のみならず、安心して学びに

参加できる関係性形成や伴走支援体制の質が成果に大きく影響することが想定されるため、教育・支援の両面

からの検証を進める必要がある。 

以上を踏まえ、次年度は本年度に構築した基盤をもとに、通信制高校との接続支援に加え、専門学校在学中

の柔軟なプログラム設計（オンライン学習・コース選択制の導入）、デジタルリテラシー教育、地域企業連携型授

業を一体的に実証する。特に、キャリア形成アドバイザーによる個別支援や AI カウンセラーの活用により、不安

軽減と学習継続を支える仕組みを構築し、その有効性を検証する。これにより、通信制高校から専門学校、地域
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企業へとつながる新たな『地域密着型人材育成モデル』の確立を目指す。学生・教職員・企業等の評価を反映し

た改善を行い、地域における持続可能な人材育成モデルとしての確立を目指す。 

以上 
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成果報告書 

 

 

 

●本書の内容を無断で転記、掲載することは禁じます。 

令和７年度文科省事業「専修学校による地域産業中核的人材育成事業」  

（人口減少地域の職業人材を確保するための専修学校振興プログラム） 

 

通信制高校連携型キャリア形成支援による地域密着人材育成モデルの構築事業 

 

学校法人 YIC 学院 

〒754-0021 山口県山口市小郡黄金町 2 番 24 号 
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